





















米国における人材データベースプロジェクト UMETRICS（Universities: Measuring 
the ImpacTs of Research on Innovation, Competitiveness, and Science）についての情
報収集を行なうため、オハイオ州立大学経済学研究科教授 Bruce Weinberg 氏をお招きし、
講演会を開催した（2017 年 3 月 3 日）。また、講演会で得られた情報や文献調査を元に、
UMETRICS と NISTEP が推進する博士人材データベース（JGRAD：Japan’s Doctoral 
Human Resource Database）の類似点や相違点について比較分析を行なった。  
 
2. 調査概要 
(1) UMETRICS について 
UMETRICS [1]とは、2015 年 1 月に、米国オバマ政権が進める STAR METRICS
（Science and Technology for America's Reinvestment: Measuring the EffecTs of 
Research on Innovation, Competitiveness and Science）から分離・独立した人材データ
ベースプロジェクトである[2]。「人材が研究の最も重要な成果物の一つである」という考
え方に立って、研究の価値を測定するために「人材」に着目している点が特徴である。  
UMETRICS の基盤となった STAR METRICS とは、2009 年、オバマ政権下で米国復
興・再生法（the American Recovery and Reinvestment Act of 2009; ARRA）の要請に
より、米国経済を刺激するために誕生した連邦政府のプログラムで、研究事業体
（research enterprise）に関する大規模な自動化されたデータプラットフォームである





UMETRICS プロジェクトは、米国中西部の主要大学 (Big Ten)が設立した大学間コンソ
ーシアム CIC（Committee of International Cooperation）(1)の連携協力がベースとなっ
て進められている(2)。その中核機関は、ミシガン大学科学イノベーション研究所（IRIS）
である。IRIS は加盟大学間のコンソーシアムで、IRIS の運営は各大学が年会費を払い担
保している。文献によれば、IRIS は（総額で）研究開発資金提供の 150 億ドルを意味す
る 24 大学と既にパートナーシップを組んでいる[4]。また、Weinberg 氏によれば、











JGRAD は、2017 年 3 月末現在（2017 年 4 月 3 日集計）、国公私立大学 42 大学、165
研究科が参加し、プロジェクトを進めている。キャリアパス把握の対象となるアカウント
発行数は 24,525 人、実際の登録者（JGRAD へのログイン数）は 7,072 人に達している。



















４．留学生 登録者（7,072 人）のうち、1,455 人（全登録者の 20.6%）
が留学生。  




概要図表 1 JGRAD の登録状況（2017 年 3 月末現在）（n=7,072）  
 
JGRAD は国立研究開発法人  科学技術振興機構(JST)の保有するデータベースとの連携
を推進している。具体的には、2016 年 9 月 1 日より、JST の保有する JREC-IN Portal









概要図表 2 JGRAD の登録者の分野別比率（n=7,072）（2017 年 3 月末現在）  
出典：博士人材データベース（JGRAD）事務局 調べ  
 
概要図表 3 分野別アカウント発行数に対する登録率（2017 年 3 月末現在）  



















理学 工学 農学 保健 人文 社会 教育 その他 
自然科学系 人文・社会科学系 その他 
アカウント発行数（24,525） 3,652 6,730 926 8,254 2,543 1,739 453 228
登録者数（7,072） 1,313 2,525 344 1,823 535 334 117 81



















3. UMETRICS と JGRAD の比較研究 
UMETRICS と JGRAD の類似点・相違点を比較すると概要図表 4 のようになる。  
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2 データ収集の目的 × ・研究開発投資の社会における成果を多角的に捉える ・博士人材のキャリアパスの把握・追跡
3 中核機関 ○ ・ミシガン大学科学イノベーション研究所（Institute for
  Research on Innovation and Science; IRIS ）
・文部科学省科学技術・学術政策研究所（NISTEP）
  第1調査研究グループ
4 形態 ○ ・大学参加型（コンソーシアム型） ・大学参加型（コンソーシアム型）
















8 コアデータ × ・行政データ
 （自然データ、サーベイデータとリンク）
・サーベイデータ




10 データ入力 × ・機関入力 ・登録者本人が入力
  （機関からのデータインポートも検討中）
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